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令和５年度 東京都立立川高等学校 全日制課程 学校経営計画 

                         

東京都立立川高等学校長  

鈴 木 宏 治 

１ 目指す学校 

◆スクールミッション 

主体的かつ創造的な学習への意欲を高め、論理的思考力・健全な批判力を養い、世界に発信できるリーダー

としての素養を獲得させます。物事を広い視野で多角的に捉え、全体最適化に向けて行動できる生徒、文理にこ

だわらない幅広い素養と情報活用能力等を高いレベルで活かし、新しいイノベーションを生み出す人材を育成し

ます。 

 

♦スクールポリシー 

(1) グラデュエーション・ポリシー 

【普通科・創造理数科】 

○新たな時代を切り拓き、国際社会でたくましく活躍する人材としての素養をもつ 

○高い志を抱き、その目標を実現できる知・徳・体のバランスと真の学力をもつ 

○自律的な行動ができ、人と関わる力や豊かな心と高い倫理観をもつ 

【創造理数科】 

○理数系分野の素養を深め、物事の本質を見極めようとする姿勢をもつ 

○将来にわたって研究する科学的人材としての基本的な資質と能力をもつ 

(2) カリキュラム・ポリシー 

１ 学習習慣の確立と自学自習の態度の育成を目指す学習指導 

２ 高い目標を掲げ、進路実現を図る進路指導 

３ 自主自律の精神を涵養する生徒指導 

４ 国際社会で活躍する科学技術人材を育成する探究活動指導 

(3) アドミッション・ポリシー 

１ 学業成績が極めて良好で、本校の【普通科】または【創造理数科】の教育課程を理解し、入学後も意欲的に

学習に取り組むことができる生徒 

２ 難関国公立大学進学への意欲など将来の進路実現に向けて、高い志を掲げ、継続して努力することがで

きる生徒 

３ 自らの行動に自覚と責任をもち、中学校において、学習と特別活動などを両立させてきた実績がある生徒 

４ 【普通科】探究的な姿勢をもち、自ら課題を見付け、その解決策を見出すような取り組みができ、何にでも

興味をもち、自分のこととして物事を捉えることができる生徒 

【創造理数科】科学分野に高い興味関心をもち、研究活動などの創造的な活動に意欲があり、外部の研究

発表会などに積極的に参加することができる生徒 
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【教育目標】 

○ 主体的かつ創造的な学習への意欲を高め、基礎学力の充実と論理的思考力・健全な批判力を養い、世界に向

けて発信することのできるリーダーとしての素養の獲得 

○ 物事を広い視野で多角的に捉え、内在する課題を見出し、全体最適化のための道筋を導き出し、その実現に

向けて行動できる学力の習得 

○ 文理にこだわらない幅広い素養と情報活用能力等を高いレベルで併せ持ち、それらを活かして新しいイノベー

ションを生み出すことのできる人材の育成 

 

【目指す学校像】 

〇 Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ（挑戦する心）・Ｃｏｌｌａｂoｒａｔｉｏｎ（協働する姿勢）・Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ（集中力）・Ｃｒｅａｔｉｖｉｔｙ（創造性） 

・Ｃｏｎｆｉｄｅｎｃｅ（自信）・Ｃｒｉｔｉｃａｌ ｔｈｉｎｋｉｎｇ（批判的思考力）・Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ（市民としての義務を果たす力）という

「７つの力」を育む学校 

〇 将来にわたって探究する姿勢をもち、高い志を目指し続けるようなリーダーシップを育む学校 

○ 生徒、保護者、同窓生、地域関係者及び教職員が愛し、誇れる学校 

 

２  中期的目標とその達成に向けた方策 

（１）学習指導 

① 進学指導重点校として安定した高い進学実績を達成する。 

《方策》難関国公立大学等の入試に対応できる教科指導力の向上、模試結果の確実なフィードバックと

指導への反映、学習成果のポートフォリオ化、大学入学共通テストのフル型受験の奨励 

② スーパーサイエンスハイスクールとしての活動を充実させ、探究能力と国際性の育成を図る。 

《方策》ＳＳＨⅡ期目（令和５年度～令和９年度）の取組の充実、課題研究の質の向上、大学や研究機

関等との連携の強化、研究発表の機会創出、科学オリンピック等への参加、海外学校間交流・ＳＳＨ

海外研修・ＳＳコミュニケーション英語の充実  

③ 創造理数科の特色ある教育実践により、将来の科学技術系人材の基礎を育む。 

《方策》理数系科目の授業充実、質の高い課題研究の実施、英語プログラムの実施、多彩な企画の実施 

④ ＩＣＴ機器・個人端末を活用し、個別最適化された学び・協働的な学びを実現する。 

《方策》ICT機器・個人端末活用を促す教員研修、ICT支援員の活用、ICTを活用した相互授業参観 

（２）進路指導 

① 第一志望を諦めさせない進路指導を行う。 

  《方策》学年・進路部・教科間の連携強化、面談（二者・三者）の充実、進路講演会・社会人講話の充

実、大学受験情報の迅速かつ確実な提供 

② 進学指導重点校としての目標を安定的に達成する。 

  《方策》自校作成問題・推薦入試問題の質の向上、高い志をもつ生徒集団の構築、個人の３年間の成績

データの共有とデータに基づく指導・激励、総合型選抜入試への対応 

（３）生活指導・保健指導 

① 基本的生活習慣を確立する。 

 《方策》クラス・学年・全校集会等の全体指導の充実、個別指導の充実 

② ダイバーシティ意識を醸成し、合理的な配慮に基づく教育活動を実現する。 

《方策》特別支援教育の理解、多様性を認める教育の推進、いじめ防止対策、カウンセリング機能の強
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化、教員研修の推進 

〇 感染症対策を徹底し、感染しない・させない意識と行動を身に付けた生徒を育成する。 

《方策》毎日の健康チェック・日常的な感染予防の徹底、状況に応じた注意喚起の実施 

（４）特別活動 

① 特別活動の一層の充実を図り、学校生活全体を通じて、自主自律的な行動のできる生徒を育成する。 

《方策》生徒が主体となる部活動・委員会活動・学校行事の推進、教員による適切なサポート体制の構築 

（５）広報・募集対策 

① 本校の魅力を様々な方法で発信し、入学希望者数の安定化と拡大を図る。 

《方策》 学校ＨＰ随時更新、ＨＰレイアウトの一層の工夫、塾対象説明会・学校説明会でのＰＲ力強

化、学校見学者に対する受入態勢の整備 

（６）学校運営・組織体制 

① 企画調整会議、職員会議、各種会議（学年会、分掌会、教科会等）、委員会の役割を明確化して計画的・効率

的に運営し、決定事項を確実に学校経営に反映させる。 

《方策》 校内ＮＡＳを用いた正確で迅速な情報共有、年度末に総括、次年度の取組への反映 

② 教育目標を達成するための教育環境を整備する。 

《方策》改築工事の計画的な実行、校内美化の推進、経営企画室の経営参画。計画的な予算執行、同窓

会・保護者との連携強化、既存設備の点検と安全管理 

③ 教職員のライフ・ワーク・バランスの安定化を経営計画に位置付け、心身の健康を維持する。 

《方策》 管理職による勤務時間管理、面談による状況把握・改善 

 

３ 今年度の取組目標とその達成に向けた方策 

（１） 学習指導 

① 難関国公立大学入試を見据えた到達目標設定及び達成のための指導計画を作成し確実に実行する。 

② 問いを中心とした思考力・判断力・表現力を育む探究的な授業を各教科において実践する。 

③ 学期ごとに適切な観点別評価を行い、学習指導に反映させる。 

④ 生徒全員が質の高い課題研究に取り組めるよう指導・助言を行う。 

⑤ 英語力向上とグローバル意識の醸成に取り組み、国際性の育成を図る。 

⑥ 読書活動を充実させ、本を読む習慣づけを行う。 

⑦ ICT機器及び一人一台端末の活用に努め、個別最適化した学び、協働的な学びを推進する。 

⑧ 生徒による授業評価アンケート結果を把握し、指導に反映させる。 

（２） 進路指導 

① 進路検討会において全教職員で生徒の学習状況及び進路情報の共有を図り、目標レベルや指導法のベ

クトルを揃える。 

② 模擬試験の学力層別分析を充実させ、レベルに合致した進路指導を学年・教科で実施する。 

③ 入学時から難関国公立大学現役合格を目標とさせ、共通テストのフル型受験につながるよう、全ての

教科・科目を広く深く学習する意識をもたせる進路指導を行う。 

④ 卒業生等による進路講演会を充実させ、在校生の意識向上とやる気の維持を図る。 

（３） 生活指導 

①  基本的生活習慣を身に付けさせ、ルールやマナー（特にＳＮＳ関係）を守る姿勢を養う。 

② 折に触れ「ダイバーシティ」、「多様性の尊重」の考え方を身に付けさせるような指導を行う。 
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③ いじめ・体罰を許さないという認識を全ての教職員・生徒で共有し、安全・安心な学校を実現する。 

④ 生徒の様子や変化に敏感に対応し、家庭やＳＣとの連携を密に取ることで自虐・自殺防止に努める。 

 

（４） 特別活動 

① 生徒が主体となる特別活動を推進し、自主自律的に取り組む姿勢を養う。 

② 学習の上に成り立つ特別活動という意識を醸成させるため、「集中」と「切り替え」の徹底を図る。  

③ 伝統ある「臨海教室」を安全に配慮して実施し、挑戦・感謝・助け合いの心を育成する。 

④ ボランティア精神を育み、地域との交流に積極的に取り組む。 

⑤ 「TOKYOACTIVE PLAN for students」を踏まえ、授業の他、体育的行事や部活動を通して体力向上に

取り組み、心身の健康バランスが保てるように指導する。 

（５） 広報・募集対策 

① 学校ホームページを充実させ、魅力ある教育実践を広く都民に発信する。 

② 学校説明会・見学会等の校内説明会、体育祭・文化祭等の公開行事での広報活動、外部会場での入試

相談会等の充実を図り、入試倍率を維持・向上させる。 

（６） 学校運営・組織体制 

① 全教職員が学校経営計画を踏まえ、経営目標達成に向けて各分掌業務に取り組む。 

② 定時制教職員・経営企画室職員との意思疎通を円滑にし、協力して校内運営及び生徒指導に当たる。 

③ 経営企画室からの企画提案を推進し、学校運営に反映させる。 

④ 校内美化に努めるとともに、掲示物等を工夫し、明るい雰囲気づくりに努める。 

⑤ ライフ・ワーク・バランスを意識し、残業時間の削減に取り組む等、働き方改革を推進する。 

⑥ ＰＴＡ・同窓会（紫芳会）と連携し、教育効果を高める活動を継続する。 

 

【重点目標・数値目標】 

○ 大学入学共通テスト受験者のうちフル型受験者数 ２４０名以上 

 （ Ｈ30：２４３  Ｈ31：２２８  Ｒ２：２３１ Ｒ３：２４４  Ｒ４：２４４ ）  

○ 難関国公立大学（東大・京大・一橋大・東工大・医学部医学科）現役合格者数 ２０名以上 

  （ Ｈ30：１４  Ｈ31：１２  Ｒ２：１４  Ｒ３：１７  Ｒ４：２１ ）  

○ （東大・京大を除く）旧帝大現役合格者数 １６名以上 

  （ Ｈ30：１０  Ｈ31：９  Ｒ２：９  Ｒ３：１６  Ｒ４：１９ ）    

○ 学校評価アンケートで「入学して良かった」と回答する生徒の割合 ９０％以上 

  （ Ｈ30：８９．０  Ｈ31：８７．２  Ｒ２：９０．２  Ｒ３：９３．５  Ｒ４：８９．９ ）  

○ 平日の家庭での予・復習時間  １年生：１５０分以上  ２年生：１５０分以上 

１年生 （ Ｈ30：１１１．０  Ｈ31：１２３．８   Ｒ２：１４１  Ｒ３：１１２．３  Ｒ４：１５１．０ ）  

２年生 （ Ｈ30：１０７．３  Ｈ31：１１３．４   Ｒ２：１５１  Ｒ３：１４２．２  Ｒ４：１３０．７ ）  

○ 入学者選抜の最終応募倍率 推薦：(普)３．５倍／(理)２．０ 、一般：(普)２．００倍／(理)３．５０倍 

推薦 （ Ｈ30：2.89  Ｈ31：3.08  Ｒ２：3.98  Ｒ３：普 3.33／理 2.00  Ｒ４：普 3.50／理 1.50 ） 

一般 （ Ｈ30：1.61  Ｈ31：1.77  Ｒ２：1.63  Ｒ３：普 1.95※／理 3.70  Ｒ４：普 1.96※／理 3.66 ） 

  ※Ｒ３以降の普通科の倍率＝（普通科専願者数＋普通科・理数科併願者数）／普通科募集人員数 
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【重点目標達成のための具体的方策】 

（１） 学習指導 ：質の高い授業実践と自学自習の態度の育成 

ア 大学入試問題研究に取り組み、その傾向と対策を踏まえた学期末・学年末までの学習到達目標を設定

し、授業・課題・講習等を統合した指導計画を作成・実行する。 

イ １･２学年で模擬試験のある教科・科目は「平均偏差値」及び「成績上位層数（SS70以上）」の数値

目標を、また、３学年で共通テストのある教科・科目は「全国平均点」との得点差及び８割以上得点

者の割合の数値目標を設定し、目標達成を図る。 

ウ 全教員が年間１回以上、生徒の端末を活用し、個別最適化した又は協働的な学習を実践する。 

エ 全教員が、（他教科を含む）年間３回以上の相互授業参観を行い、授業改善に取り組む。 

（２） 進路指導 ：高い目標を目指す集団作り 

ア 進路部が主体となり進路指導計画・面談計画を作成し、学年と連携して確実に実行する。 

イ オリエンテーション、学年集会や保護者会等で、第一志望を貫き、現役で難関国公立大学等に合格す

るという目標が堅持されるように指導する。 

ウ 学校で学習する、生徒同士で切磋琢磨するという意識を育むため、自習室等の活用を積極的に呼びか

け、一日あたりの平均使用人数を現状の 1.2倍に増加させる。 

エ 学習時間調査結果をフィードバックし、１・２年生とも一日平均 150分以上の学習時間を達成する。 

（３） 生徒指導 ：自主自律の精神・多様性を認める意識・態度を涵養する生徒指導  

ア 多様性を認め、相手の立場に立った言動のできる生徒を育成し、いじめ０を達成する。 

イ 生徒の自主性を重んじながらも放任せず、見守る・支える立場での生徒指導を徹底する。 

ウ 遅刻防止、挨拶の徹底など、社会性の涵養、基本的生活習慣の確立に向けた指導を全員で行う。 

エ 発達障害に関する知識を全教職員で共有し、個別案件に対しての適切な対応体制を作る。 

オ 必要に応じて、個別の指導計画や個別の教育支援計画を作成し、個への対応に努める。 

（４） 特別活動 ：学習の上に成り立つ部活動・学校行事等の実践 

ア 部活動顧問及び行事担当教員は今年度の活動目標を定め、部活動指導員を活用している部活動は指導

員とも目標を共有して、目標達成に向けて取り組む。 

イ 学習の上に成り立つ部活動・学校行事であることを理解させ、集中とメリハリを意識させて、学習・

部活動・学校行事等の両立を図る指導を徹底する。 

（５） 広報・募集対策 ：効果的な広報活動の展開 

ア 全教職員が関わり、各種説明会等において効果的な広報活動を行うことで応募倍率の向上に努める。 

イ 学校ホームページの更新計画を作成し、計画通りに更新することで目標とする 180回の更新を達成す

る。それにより、生徒の日常の活動が見えるような情報を発信する。 

ウ 掲示物等の工夫をして、来校者への情報提供を積極的に行うとともに親切な対応に努める。 

（６） 学校運営・組織体制 ：教職員一丸となった組織的・計画的な学校運営 

ア スクールカウンセラー等による校内研修を充実させ生徒が健全な学校生活が送れるように支援する。 

イ ＰＴＡ・同窓会（紫芳会）との連携を強め、生徒のサポート体制を確実に維持する。 

ウ 保有個人情報の取扱い・入学者選抜業務については、細心の注意を払い、事故ゼロとする。 

エ 教職員の働き方改革を強く意識させ、残業時間の減少を図る。 

オ 各種会議・委員会を計画的に、時間制限を設けて効率的に運営する。 


